
 

令和６ 年度 海陽町地域公共交通会議 議事録（ 要約）  

 

 

日 時 令和６ 年７ 月３ ０ 日（ 火） 午後２ 時～ 

場 所 阿波海南文化村 文化館 大会議室 

出 席 者 海陽町副町長  横 考志 

徳島バス南部株式会社取締役社長  長 井 信吾 

海南観光タクシー有限会社代表取締役 西山 達也 

一般社団法人徳島県バス協会専務理事 重本 錦二 

伊勢田地区民生児童委員 山田 尚央 

大内・村山地区民生児童委員 佐川 済昭 

中山・櫛川地区民生児童委員 櫛田 惠子 

船津・久尾地区民生児童委員 田中 光枝 

川東地区公民館長  辻  芳昭 

海部地区公民館長  乃一 俊治 

宍喰地区公民館長  由木 和幾 

四国運輸局徳島運輸支局首席運輸企画専門官 齊藤 信一郎 

牟岐警察署地域交通課長  泉 和利 

徳島県南部総合県民局県土整備部予防保全管理担当課長  藤本 幸徳 

徳島県南部総合県民局地域創生防災部次長  北條 美也子 

（ 順不同、敬称略）  

 

 

次 第 

１  開 会 

２  あいさつ 

  （ 横副町長 ）  

３  委員紹介【資料１ 】 

４  会長 の選任について【資料２ 】  

  ＊設置要綱 5 条に基づき、横会長 が議長 となり、議事進行を執り行う 

５  町営バスの現状について【資料３ 】 

＊令和５ 年度の利用実績などについて説明 

６  徳島バス南部の現状について【資料４ 】 

＊令和５ 年度の利用実績などについて説明 



７  町営バス及び徳島バス南部の必要性について【資料５ 】 

＊原案どおり承認 

８  町営バス久尾線の路線変更について【資料 6】 

＊「角坂上」から「角坂下」までのバス停間で集落内を通るルートへ変更する。距離は 150ｍ

程長 くなり、それに伴い時刻表を1 分ずつ改正する。運賃の見直しはなし。 

   

【意見など】 

（ 委員）  

 そこに人口が何人いるかはわからないが、路線を変更することによって乗車人数が増える

のか。 

（ 事務局）  

 増える可能性はあると思います。 

いきいきサロンのアンケートの中で角坂地域の県道沿いにあるバス停まで距離が遠く、利

用している方からも自宅近くを通ってほしいという意見がありました。他にも、路線を外れた

地域の方も同様の意見がありましたが、距離や行程などで先に乗車された方への負担を考

えると、全てを一緒に変更することは難しく、今回は角坂のみの路線変更をさせていただきま

す。 

 

9  町営バスの要望について【資料 7】 

    *令和 6 月 20 日（ 木） から 7 月 23 日（ 火） の間で開催していた中山間地域である、

宍喰地区【芥附・久尾・船津・角坂・塩深】と川上地区【大比・小川・平井・神野・相川】の

いきいきサロンへ同行し、「海陽町営バスに関するアンケート調査」を実施した。宍喰地区で

は29 名、川上地区では52 名、全体で81 名の方にご協力いただいたアンケート結果を参

考に今後の運行形態のあり方を検討していく。 

    

   【意見など】 

（ 委員）  

 地域公共交通は決まった時間に運行しているため、日中、車の通行が少ない地域での

不審車両の情報など防犯上の役割が非常に大きいことと同時に、土砂災害など運転手が

報告してくれるため、いち早く情報が入ってくる。 

（ 委員）  

 各分館に町営バス路線が面していないため、いきいきサロンで集まるときは共助により乗り

合わせて参加している方もいる。また、75 歳を過ぎて免許証を返納している方などもおり、

社協と話し合い、補助をもらいながらみんなで助け合っている。 

 



（ 委員）  

 どこで手を上げても乗車できるのか。 

（ 事務局）  

 路線内であれば乗車できます。 

（ 委員）  

 収支の差額が大きいため、住民の足も考える必要があるが、赤字を回復する施策を考え

るべきではないか。 

（ 事務局）  

 あり方を考え、結論を出すためにも、実証実験などを行い模索しながら検討していきたい

と考えています。 

（ 委員）  

 現在の運行では、乗客がいない日もある。曜日を決めての運行も考えてもよい。 

（ 事務局）  

 地域によって、曜日を決めての運行や予約制による運行など、いろんな形のあり方の総

合的な考えで、それぞれの地域の特性・特色にあった運行を組み合わせていく必要があ

る。 

 

10 その他 

 

（ 事務局）  

 デマンドによる運行の実証実験を５ 路線のうち１ 路線で数ヶ月間行う予定ですので、ご

理解ご協力をお願いします。 

（ 委員）  

 いいと思います。しかし、外から来た人が乗れないのはいけない。住民の方はいいけど。や

るだけやってみたらいい。 

（ 委員）  

 バスの利用客は決まっているため、利用者間で話し合って同じ日に乗車するような予約を

してもらえればいい。 

（ 委員）  

 広報が足りなくて、当日予約できていないため実証実験が上手くいかなかったり、前日予

約した方しか利用ができないなどといった条件より柔軟に対応できればなおいい。 

（ 委員）  

 豪雨などの自然災害時の移動手段として、マイクロバスのような15 人乗りのバスが必要。 

 

１ 1 閉 会 


